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地域の生活者としての自覚を高める授業実践

	

教育デザインコース　家政領域

城間　若奈

１．はじめに
現行高等学校学習指導要領家庭編において、「地域」

と関連付けた授業がより一層求められている。しかし
高校生の地域に関する関心や生活者としての自覚は低
いことが現状である。家庭科教育が目指す「より良い
生活」を営むためには、家庭生活だけでなく地域の生
活者としての視点も必要とされる。これからの社会の
形成者として高校生が 1 日の大半を過ごす地域につい
て知ることは、より良いこれからの地域社会を創造す
ることにつながると考える。
２. 目的

本研究では、地域の生活者としての自覚を高めるた
めの授業実践を通して、高校生が地域をどのように捉
えているのかについて分析し、授業前後の地域の意識
の変化について明らかにする。
３．方法
（１）授業中に作成した資料や課題内容からの分析
（２）授業後の感想コメントによる分析
（３）授業前後の地域に関するアンケートの実施及び分析

４．授業概要
表 1　授業の概要

・授業対象
　神奈川県立Ｋ高等学校の2年生2クラス
・実施期間
Ａクラス：2016年9月7日 (第1次 )【事前アンケート8月31日】
　　　　　2016年9月12日 (第2次 )【事後アンケート9月12日】
Ｂクラス：2016年9月14日 (第1次 )【事前アンケート9月9日】
　　　　　2016年10月21日(第2次)【事後アンケート10月21日】
・授業の目標
第1次
①住環境を取り巻く４つの理念を理解し、自分の過ごす地域について

考える。【イメージマップの作成】
②自分の過ごす地域について多角的に捉え、地域の現状や課題を把握

することができる。【かわら版の作成】
第2次
①自分の過ごす地域の生活について課題を見いだし、その解決を目指

して思考を深めることができる。【改善案の作成】
②自分の過ごす地域をより良くするために、地域の生活課題の改善策

を具体的に考えることができる。
③より良い地域について多角的な視点から考え、創意工夫しながら作

成した資料を発表し、地域とかかわることの重要性や必要性を自覚
することができる。

５. 結果と考察
（１）高校生の地域の捉え方
①イメージマップの内容より

対象とした高等学校の所在する地域は坂が多く利便性
が悪いという特徴があるために悪いイメージを持つ生徒が
多く、地域の良いところより悪いところを多く挙げる傾向
にあった。 学校の所在する地域を通学する場としか考え
ていないために、通学する上での利便性が地域のイメージ
に直結していると考えられる。そのイメージが、地域に対
する愛着の低さにつながり、そ生活者としての自覚を意識

しにくくしている要因の一つでもあると考えられる。
②かわら版の内容より

イメージマップで浮かび上がった地域のイメージを住
民へ発信するかわら版として文章化した事で、地域の理解
が深まり、他のグループの評価も知ることができ、地域の
多様な面で見る事につながった。単に通学する場所だけで
なく、住民としての立場で見ると環境が良い場所であるこ
との気づきにもなった。
③地域をより良くするための改善案より

生徒の考えた改善案は、日常的にできることや実現可能
な案となっていた。目新しい案ではないものの、自分自身
が無理なくできるものを考案しており、地域の一員として
の自覚を高めるために一定の効果があったと考えられる。

（２）授業前後の地域への意識の変化
①授業後の感想コメントより

住環境の指標に基づいて地域を様々な視点から評価す
ることができ、良い面に気付くことができている様子が見
られた。しかし、まちにかかわる必要がある、かかわって
いきたいと考えているものの、まだ他人事として捉えてい
る生徒が多かった。
②授業前後のアンケート調査より

授業前後に実施した地域に関するアンケートの結果を
表2に示す。地域にかかわっていくことの必要性の理解
を高めることができ、高校生にとって地域への参加意欲を
向上する一定の効果があったと考えられるが、地域にかか
わる意欲や態度（行動に移すこと）を高めるまでには至ら
なかった。

表2　アンケート結果（N=64）

６．今後の課題
本研究における生活課題について考えるプロセスを重

視した授業実践で留まるだけでなく、実際に生徒の考えた
改善案の実践、実際の地域の生活課題に即した改善案の考
案が求められる。




